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担当者会議の議事内容  

○台風以外の突発的な降雨に対しても備えることも含め  

 タイムラインの精度の向上が必要。 

○市町を越え国や県と連携して対策や訓練を実施するこ 

 とが重要。 

○自主防災組織にて協議会を設置し、自らが考え防災訓 

 練を実施している。 

○ソフト対策には住民目線の対策が望ましい。 

○避難に関する判断など協議会の中で意見交換したい。 

○防災無線も聞き取りづらい場合があり、ケーブルテレ 

 ビなどと連携して情報を伝達していきたい。    

構成員担当者からの主な発言 

 協議会には以下のマスコミが取材に来られました。記
事に取り上げられたことから、防災意識の高まりが感じ
られます。 

  〇 福井新聞 〇 日刊県民福井 

  〇 産経新聞 〇 北陸建設工業新聞 

 引き続きこの取組を継続することにより、水防災意識
の定着を図っていきます。 

マスコミ関係  

福井市長 

協議会 構成員 氏 名 

福井市    

あわら市   橋本 達也 

坂井市    坂本 憲男 

永平寺町   河合 永充 

小浜市   松崎 晃治 

若狭町   森下 裕 

福井県     辻  義則 

気象庁 福井地方気象台   内藤 宏人 

近畿地方整備局 
福井河川国道事務所 

  中村 圭吾 

近畿地方整備局 
九頭竜川ダム統合管理事務所 

  松島 克己 

あわら市長 
坂井市長 

永平寺町長 

福井県 

土木部長 

（代理） 
福井地方気象台長 若狭町長 小浜市長 

協議会の構成メンバー  

○ 避難勧告等の発令に着目したタイムライン 

  を新たに４市町が策定。これにより協議会 

 全ての市町がタイムラインを策定。 

○ 市町を越えた水防訓練について活動内容を 

  報告しました。 

○ H28年度の「わが家の防災コンテスト」に 

  おいて前年度比1.7倍の295点の応募が 

  ありました。 

○ 中藤新保地区において、ハード対策である 

  堤防天端舗装を実施しました。 

○ 小学生とその保護者を対象に、災害時の対応力の向 

  上を目指して「防災サバイバル教室」を実施しました。 

○ 防災行政無線の確実な伝達を目的として放送内容の電 

  話確認サービスを市内全域に実施しました。 

○ 各地区のまちづくり協議会を中心にワークショップ形 

  式で年２回の防災講座を実施しました。 

○ 自主防災活動のリーダー対し講習会等を実施して防災 

  士の資格を取得しました。 

○ 新たに自主防災組織を結成した地区に対し資機材の提供 

  などを行うことにより結成促進を図りました。 

○ 出前講座にて「ハザードマップ」の活用を促進すること 

  により浸水リスクの定着と防災意識向上を図りました。 

役 職 名 氏 名 

福井市長   東村 新一 

あわら市長   橋本 達也 

坂井市長    坂本 憲男 

永平寺町長   河合 永充 

小浜市長   松崎 晃治 

若狭町長   森下 裕 

福井県 土木部長     辻  義則 

気象庁 福井地方気象台長   内藤 宏人 

近畿地方整備局 
福井河川国道事務所長 

  中村 圭吾 

近畿地方整備局 
九頭竜川ダム統合管理事務所長 

  松島 克己 

福井市 あわら市 坂井市 永平寺町 

小浜市 若狭町 

福井県 福井地方気象台 

福井河川国道 

九頭竜川ダム統合管理事務所 

福井河川国道事務所 

福井河川国道事務所九頭竜川ダム統合管理事務所

会議概要  
■日時：平成30年3月20日 (火) ■場所：若狭町三方庁舎 2階 第1会議室 ■参加者 16名 

■主な議事 

 ○改正水防法に基づく法定協議会への移行について 

 ○来年度取組予定の「関係者の役割分担をより明確にしたタイムラインの作成」を取り組む 

  うえでの実施方法について 

 ○洪水情報のプッシュ型配信に関する広報について 

 ○マイ・タイムラインについて【事務局からの事例紹介】 

協議会の構成メンバー  

議事概要  
■法定協議会に向けて、協議会名称や規約等の修正箇所については、事務局より文章を作成し、 

構成員担当者を通じて変更手続きを行う。 

■関係者の役割分担をより明確にしたタイムラインの作成については、事務局より情報提供などの 

協力や助言を行うことにより、各市町の担当者が円滑に作成できるようサポートする。 

■洪水情報プッシュ型配信に関する広報については、市町が発行する広報誌を活用して取り組み、 

記載する文案・内容、広報誌紙面スペースなどについては、事務局と担当者間で調整を図っていく。 

その他情報提供  
■マイ・タイムライン検討会は2月に福井市にて実施済で 

来年度、別地区での開催を予定しています。 NPOや 

福井県防災士会を通じこの取り組みを各地で開催をする 

ことで、更なる防災意識の向上を図っていきたい。 


